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私
は
、
今
か
ら
34
年
前
（
１
９
８
２
年
）
に

建
築
設
計
事
務
所
を
開
設
し
、
合
同
事
務
所
、

そ
し
て
別
の
設
計
事
務
所
の
管
理
建
築
士
に

な
っ
た
数
年
を
除
き
、
ほ
ぼ
30
年
間
自
分
の
設

計
事
務
所
で
、
住
宅
を
中
心
と
し
た
、
設
計

監
理
の
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
そ
の
間
、
大
学
と
専
門
学
校
で
、
非
常

勤
講
師
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
大

学
で
非
常
勤
講
師
を
始
め
た
28
年
前
は
、
造

形
演
習
と
い
う
授
業
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
の

で
、「
す
ま
い
」
に
関
し
て
は
、
イ
ン
テ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
・
家
具
デ
ザ
イ
ン
等
を
通
し
て
の
関
わ

り
で
し
た
。

　

11
年
前
（
２
０
０
５
年
）
か
ら
は
、
別
の
大

学
で
「
住
宅
の
設
計
演
習
」
の
担
当
に
な
り
、

昨
年
度
終
了
す
る
ま
で
10
年
間
、
設
計
教
育

に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

19
年
前
（
１
９
９
７
年
）
に
は
、
専
門
学
校

の
非
常
勤
講
師
も
始
め
、「
高
齢
者
及
び
障
が

い
者
の
住
環
境
」
の
授
業
を
通
し
、「
す
ま
い
」

の
教
育
に
本
格
的
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
間
、
毎
年
学
生
に
「
す
ま
い
」
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
冬
期
に
ど

の
部
屋
も
同
じ
よ
う
な
温
熱
環
境
に
な
っ
て
い

る
家
に
住
ん
で
い
る
の
は
、
こ
の
10
年
間
で
、

相
変
わ
ら
ず
１
〜
２
割
程
度
で
す
。
こ
の
現
実

は
、「
す
ま
い
」
の
教
育
の
末
席
に
い
る
私
に
と

っ
て
、
非
常
に
残
念
に
思
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

国
の
改
正
省
エ
ネ
基
準
は
、
新
築
住
宅
・
建

築
物
で
、
２
０
２
０
年
以
降
義
務
化
に
な
り
ま

わ
ゆ
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
に
も
触
れ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
８
年

か
ら
は
、
建
築
物
の
販
売
・
賃
貸
事
業
者
に
は
、

販
売
・
賃
貸
さ
れ
る
既
存
建
築
物
の
イ
ン
ス
ペ

ク
シ
ョ
ン
（
建
物
診
断
）
表
示
に
係
る
努
力
義

務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
15
年
（
２
０
０
３
年
）〜
平
成
17
年

（
２
０
０
５
年
）
に
は
、
岩
手
県
が
主
催
し
た
、

「
い
わ
て
省
エ
ネ
・
新
エ
ネ
住
宅
大
賞
」
が
開

催
さ
れ
、
審
査
員
の
一
人
と
し
て
、
携
わ
ら
せ

て
い
だ
き
ま
し
た
。
平
成
18
年
（
２
０
０
６
年
）

〜
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
に
は
、
民
間
と

岩
手
県
の
共
催
に
よ
る
「
エ
コ
・
ハ
ウ
ス
コ
ン

テ
ス
ト
い
わ
て
」
と
し
て
名
称
を
変
え
、
継
続

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し
、
エ
コ

ハ
ウ
ス
ビ
ル
ダ
ー
の
認
証
、
エ
コ
ハ
ウ
ス
の
理
解

者
を
増
や
す
こ
と
、
ハ
ウ
ス
ビ
ル
ダ
ー
及
び
設

計
者
に
、「
エ
コ
ハ
ウ
ス
」
の
魅
力
及
び
メ
リ
ッ

ト
に
関
す
る
啓
も
う
を
促
し
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
改
め
て
「
す
ま
い
」
の
役
割
を
挙

げ
て
み
ま
す
と
、
大
き
く
２
つ
の
役
割
、
す
な

わ
ち
「
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
の
役
割
」
と
、「
生

活
の
器
と
し
て
の
役
割
」
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
の
役
割
」
で
は
、
自
然

環
境
や
災
害
か
ら
生
命
・
財
産
を
守
る
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
４
月
に
発
生
し
た
、

熊
本
を
中
心
と
し
た
大
地
震
で
は
、
２
０
０
０

年
以
降
の
新
耐
震
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
建

築
物
も
、
多
く
被
害
を
受
け
た
と
報
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
南
北
に
長
い
地
形
の
日
本
で

は
、
積
雪
の
多
い
寒
冷
地
域
も
あ
れ
ば
、
温
暖

で
台
風
の
接
近
が
多
い
地
域
な
ど
、
実
に
多
様

な
気
候
風
土
が
混
在
し
て
い
ま
す
。

　

各
土
地
や
地
域
の
気
候
風
土
を
読
み
取
り
、

一
年
を
通
し
て
「
省
エ
ネ
で
快
適
・
高
耐
久
の

建
物
」
を
計
画
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
際
、
建
築
基
準
法
は
、
耐
震
基
準
で
も

省
エ
ネ
基
準
で
も
、
最
低
基
準
だ
と
い
う
こ
と

を
改
め
て
認
識
し
、
よ
り
高
い
性
能
を
目
指
し

て
計
画
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
生
活
の
器
と
し
て
の
役
割
」
で
は
、

「
住
ま
い
方
・
住
ま
い
や
す
さ
」
と
い
う
、
住

居
学
的
視
点
が
大
切
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
食

事
や
睡
眠
、
清
潔
保
持
な
ど
、
生
理
的
欲
求

を
満
た
す
こ
と
や
、
そ
こ
に
住
ま
う
家
族
の
人

間
関
係
を
通
し
て
、
精
神
的
満
足
感
を
も
た
ら

す
こ
と
、
生
活
の
価
値
観
や
こ
だ
わ
り
な
ど
、

文
化
的
な
欲
求
を
満
た
す
こ
と
、
そ
し
て
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
守
り
つ
つ
、
家
族
や
友
人
と
の
付

き
合
い
や
、
近
隣
と
の
社
会
的
な
交
流
が
で
き

る
な
ど
を
考
え
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
大
き
な
問
題
に
な
る
、「
高

齢
社
会
と
住
ま
い
」
も
合
わ
せ
て
考
慮
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
後
か
ら
手
摺
を
簡
単
に
取
り

付
け
可
能
で
、
そ
の
際
廊
下
・
階
段
等
の
幅

員
が
狭
く
な
ら
な
い
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
壁
の

中
に
支
え
の
下
地
を
埋
め
込
ん
で
お
く
こ
と
と

か
、
介
護
が
楽
な
よ
う
な
幅
広
の
ト
イ
レ
ス
ペ

ー
ス
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
、
わ
ず
か
な
段
差

を
造
ら
な
い
な
ど
、
最
初
か
ら
将
来
を
見
据
え

た
計
画
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

ど
ん
な
「
す
ま
い
」
で
も
、
冬
期
に
「
室
内
の

温
度
差
が
少
な
い
環
境
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
基
本
で
す
。

　

国
の
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
対
策
に
関

す
る
工
程
表
を
見
ま
す
と
、
２
０
２
０
年
の
改

正
省
エ
ネ
基
準
義
務
化
前
後
に
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ネ

ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ル
）
及
び
Ｚ
Ｅ

Ｈ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
）

の
普
及
・
定
着
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
Ｚ
Ｅ
Ｂ
と
は
、
省
エ
ネ
基
準
よ
り
も
50
％
以

上
の
省
エ
ネ
を
し
た
上
で
、
太
陽
光
発
電
等
に

よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
る
こ
と
で
、
正
味
で
ゼ

ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
建
築
物
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
は
、
省
エ
ネ
基
準
を
強
化
し
た

Ｚ
Ｅ
Ｈ
基
準
を
満
た
し
た
上
で
、
太
陽
光
発
電

等
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
る
こ
と
で
、
正

味
で
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
、
新
築
戸
建
住

宅
の
こ
と
で
す
。

　
さ
ら
に
、
既
に
利
用
が
進
ん
で
い
る
住
宅
性

能
表
示
制
度
や
、
長
期
優
良
住
宅
認
定
、
あ

る
い
は
住
宅
金
融
支
援
機
構
に
よ
る
フ
ラ
ッ
ト

３
５
Ｓ
融
資
基
準
適
合
認
定
な
ど
、
色
々
な
仕

組
み
を
、
建
築
物
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
表
示
制

度
（
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
）
に
統
一
し
、
各
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
住
宅
を
は
じ
め
、
建
築
物
の
計
画
に

お
い
て
、
よ
り
省
エ
ネ
で
快
適
、
そ
し
て
高
耐

久
性
を
追
求
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

そ
れ
と
同
時
に
、
住
居
学
的
視
点
で
あ
る
、「
住

ま
い
方
・
住
ま
い
や
す
さ
」
を
合
わ
せ
て
考
え

た
、
住
環
境
の
教
育
及
び
啓
も
う
活
動
も
、

益
々
大
切
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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す
が
、
こ
れ
を
機
会
に
、
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

啓
も
う
活
動
で
は
、
今
か
ら
16
年
前
（
２
０

０
０
年
）、
Ｉ
Ｎ
Ｓ
（
岩
手
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
）
住
ま
い
環
境
研
究
会
主
催
の
「
す
ま
い

塾
」
開
催
を
皮
切
り
に
、
同
研
究
会
で
数
回
、

ま
た
、
県
立
大
の
内
田
先
生
と
の
「
岩
手
住
学

校
」、
そ
の
他
、
民
間
企
業
主
催
の
「
省
エ
ネ

セ
ミ
ナ
ー
」
等
で
多
数
、
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
新
築
の
み
な
ら
ず
、
既
存
住

宅
を
ホ
ー
ム
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
（
住
宅
診
断
）

し
た
上
で
、「
断
熱
・
耐
震
改
修
」
す
る
、
い
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